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牛における放射性セシウムの体内動態パラメータの推定（消失過程） 

 

Estimation of pharmacokinetics parameters of radiocesium in cattle (disposition) 
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1. はじめに  

昨年度までの研究では、放射性セシウムを含む飼料（約 60 kBq/day）を 21日間給餌した牛では、清

浄飼料を給餌することにより、約 60日で可食部位（大腰筋、最長筋など）の放射性セシウム濃度が厚

労省の定める一般食品における基準濃度（100 Bq/kg）以下になることが示された。しかし、農水省が

定める牛用飼料に対する放射性セシウムの暫定許容値（100 Bq/kg）と同程度の汚染飼料の給餌におけ

る体内動態パラメータは未だ明らかになっていない。そこで本研究においては暫定許容値程度の放射性

セシウムを含む飼料を黒毛和種（n=14）に 29日間給餌し、その後清浄飼料給餌に切り替えて 76日間

継続飼育した時の体内セシウムの消失過程について検証および推定した。 

2. 実験方法 

黒毛和種 14頭（雌）に対し放射性セシウム濃度 45-369 Bq/kg(中央値 169 Bq/kg 80%wet)が含まれる

飼料（牧草）を 1日約 14 kg、2015年 9月 1日から 29日間給餌した。その期間中、約 7日毎に全ての

個体から血液、第一胃内容物、直腸便を採取した。30日以降は清浄飼料に切り替えて給餌し、12月 14

日までの 76日間に定期的に 2頭ずつ安楽死処置し、筋肉（咬筋、大腰筋、最長筋）、血液、肝臓、腎臓、

第一胃内容物および直腸便を採取した。これら生体試料は均一化し、プラスチック容器（100 ml）へ圧

縮充填し、Ge半導体検出器で 134Cs、137Cs、および 40K濃度を測定した。得られた生体試料中の 137Cs、
134Cs濃度の経時的推移から、消失に関わる体内動態パラメータを算出した。 

3. 結果および考察 

清浄飼料給餌後の各生体試料のセシウム（134Cs+137Cs）濃度は、それぞれ一定の比を保ちつつ、二相

性の消失過程を示した。第一相では、第一胃内容物と直腸便が約 5日、筋肉、血液、肝臓、腎臓では約

9 日という消失半減期を示した。これは、第一胃内容物が第一胃から胃排出、また直腸便が体外に排出

されることで急速に消失した消化管内セシウムが再分布し、その後組織への移行とともに血中から腎臓

に排泄される速い消失が第一相として反映されていると考えられる。一方第二相では、どの生体試料に

おいても消失半減期は約 50 日であった。このことは、筋肉から血流を通じてその他の組織へ緩徐に移

行していることを示している。この二相性の消失半減期は高濃度汚染飼料を継続給餌した牛生体試料の

調査結果とほぼ一致したため、生体試料の汚染度合いに関わらず国が定める暫定基準濃度（100 Bq/kg）

未満となる最小日数を推定できる。生体試料中の放射性セシウム濃度を X（Bq/kg）、第二相の消失半減

期を Tとすると、必要とされる飼い直し期間の最小日数は T / ln(2)×ln(Ⅹ/100) と表すことができる。

本式の消失半減期は第二相のみを反映しているため算出した飼い直し期間はより安全であるといえるが、

今回の研究では、推定した第二相の消失半減期に対して十分な観察期間ではないと思われた。そのため、

算出した消失半減期はまだ正確であるとは言い難い。今後の課題として、長い飼い直し期間で観察する

ことでより正確な消失過程を検証したい。 
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